
令和 5 年度「人権教育研究指定校事業」事業実施報告書 

委託先（ 熊本県 ） 

１．調査研究のテーマ、概要 

調査研究のテーマ 自他を大切にし、実践力を身に付けた児童生徒の育成 

○調査研究のテーマを設定した目的 

ア 本県における人権教育の取組と推進上の課題 

本県では平成２８年の熊本地震からの“創造的復興”を目標に掲げ、全庁を挙げて取

り組んでいる。人権教育においては、「人権教育の指導方法等の在り方について［第三

次とりまとめ］」をはじめ、「熊本県人権教育・啓発基本計画（第４次改定版）」、「熊本

県教育振興基本計画（第３期）」に基づき、毎年度、各学校等に対して「人権教育取組

の方向」等を示し、人権教育を推進してきた。 

また、平成２３年度から本事業を活用しながら[第三次とりまとめ]に示された理論

と実践の普及を目指し、毎年度、研究校を指定し、人権尊重の精神に立った学校づくり

を推進してきた。指導方法等の工夫・改善については、県教育委員会作成の指導資料の

活用により着実に成果を上げているものの、自他の人権を大切にし、実践行動のでき

る児童生徒を育成する授業については十分ではない。 

イ 今日的な課題 

学校教育においては、学習指導要領の前文において「一人一人の児童（生徒）が、自

分のよさや可能性を認識するとともに、あらゆる他者を価値ある存在として尊重し、

多様な人々と協働しながら様々な社会的変化を乗り越え、豊かな人生を切りひらき、

持続可能な社会の創り手となることができるようにすること」が示されており、本県

が目指す人権教育の目標と重なる。 

また、子供を取り巻く現状を見ると、いじめや不登校、虐待、貧困等、厳しい状況に

あり、人権尊重の精神の涵養を図る人権教育の必要性が高まっている。 

加えて、教職員の大量退職時期を迎え、経験豊富な教職員のこれまでの教職経験で

培った人権教育における認識や手法を、若手教職員をはじめ全職員で共有していく必

要がある。 

以上のことから、[第三次とりまとめ]に示された理論と実践、学習指導要領等の趣旨

を踏まえ、人権教育の指導方法等の工夫・改善に係る具体的な実践事例を収集し、広く

県下に普及させて各学校の人権教育の充実を図る必要があると考え、本調査研究のテ

ーマを設定した。 

 

  



○調査研究の概要 

本研究は、［第三次とりまとめ］に示された理論・実践と学校教育目標の達成に向けた

様々な取組のうち、学校教育として取り組むべき人権教育の課題や方向性について概括

的な整理を行った上で、人権尊重の意識を高める授業づくり、児童主体の活動、五者によ

る連携（子供・学校・家庭・地域・行政）を視点とした取組の有効性とその成果、課題等

を明らかにするものである。 

 

  



２．基本情報 

研究指定校の概要 

○学校名 

水俣市立袋小学校 

○これまでの研究指定等の状況 

 

○学級数 

８学級（うち特別支援学級：２学級） 

○児童生徒数（R.6.1.31） 

全児童数：155 名 

○URL 

https://es.higo.ed.jp/fukuroes/ 

○指定理由 

 当該小学校区は、水俣病患者の多発地帯である湯堂港、茂道港、袋湾を抱え、⾧年に

わたり水俣病や水俣病に対する差別による苦しみを味わってきた地域である。 

 そのため、校区内には、水俣病患者やその家族が多く生活するとともに、水俣病歴史

考証館や乙女塚等の水俣病に関する施設も多数存在している。 

 このようなことから、当該小学校は、水俣病学習を人権学習の中心に据え、水俣病患

者との交流や地域との関わりを深めてきた。 

 令和４年度からは、学習指導要領の趣旨にのっとり、主体的・対話的で深い学びの実

現に向け、個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実を図るよう取り組んでいる。 

 しかし、「心のアンケート」（本県実施）等の調査からは、自己肯定感が低いという課

題が見られる。また、学年単学級で、中学卒業まで同じメンバーで生活することによ

り、人間関係が固定化する傾向が強い。さらに、一人一人の児童が自らの興味・関心に

基づいて主体的に学習を行うことが十分でない状況も見られる。 

 以上のような実態を踏まえ、人権に関する知的理解や人権感覚を養い、自分のよさを

認め、他者を共感的に理解する意識・意欲・態度を育てるなど、一人一人が大切にされ

る人権尊重の精神にのっとった教育活動により学校の課題解決を図る取組を推進させる

ため、当該学校を研究指定校とした。 

 

  



○取り組んだ人権課題について 

該当するものに○印、最も主要な人権課題１つに◎印を付与  
 

①子供 ◎ 

②女性  

③高齢者  

④障害者  

⑤同和問題 ○ 

⑥アイヌの人々  

⑦外国人  

➇-１HIV 感染者等  

➇-２ハンセン病患者等  

⑨刑を終えて出所した人  

⑩犯罪被害者等  

⑪インターネットによる人権侵害 ○ 

⑫北朝鮮当局による拉致問題等  

⑬性的指向、性自認  

⑭その他（水俣病をめぐる人権） ○ 

  
 

 

  



3．調査研究の内容等 

○調査研究の内容 

ア アンケートの結果から見える課題 

 令和４年度全国学力・学習状況調査（児童質問紙）や、令和４年度「心のアンケー

ト」の結果によると、自尊感情の高まりや他者を共感的に理解しようとする態度に課題

が見られることがうかがえる。 

（肯定的意見） 

質問内容【全国学力・学習状況調査】 本校 全国 全国平均との差 

学校に行くのは楽しいと思いますか。 ７５．０ ８５．４ －１０．４ 

自分と違う意見について考えるのは楽し

いと思いますか。 
５０．０ ７３．５ －２３．５ 

 

質問内容【心のアンケート】 Ｒ４ Ｒ３県平均 Ｒ３県平均との差 

あなたは誰かの役に立っていると思いま

すか。 
６３．４ ７３．６ －１０．２ 

 

(ア) 児童の実態から 

・自己有用感、自己肯定感が低い傾向にある。 

・他者を認め、共感的に理解しようとする態度に課題がある児童も見られる。 

・自分を表現し、他者と協働するなど、コミュニケーション力が弱い傾向にある。 

(イ) 教職員の実態から 

・「人権教育を通じて育てたい資質・能力」や「人権が尊重される授業づくりの視

点」の理解に個人差がある。 

・「人権が尊重される人間関係づくり・雰囲気づくりのための環境整備」について、

研修及び工夫・改善を行う必要がある。 

・「部落差別（同和問題）」をはじめとする様々な人権課題に対する指導を重ね合わせ

て行うための研修及び工夫・改善を行う必要がある。 

・育成を目指す資質・能力の視点を持って各教科等の指導を行うなど、教科等横断的

な教育活動を行うことに個人差がある。 

 

イ 仮説 

○ 仮説１（育成を目指す資質・能力の視点をもとにした人間関係づくり） 

 全ての教育活動において「人権教育を通じて育てたい資質・能力」を位置付けて取

り組むことで、自他を認め、共感的に理解し、主体的に学び続ける意欲をもった児童

が育つであろう。 

○ 仮説２（人権尊重の精神に立つ授業づくり） 



 「人権が尊重される授業づくりの視点」を教科等横断的に取り入れ、一人一人が大

切にされた授業を行うことで、自分のよさがいかされていることを実感し、友達のよ

さを認め、更に学び続けようとする児童が育つであろう。  
○実施方法 

ア 具体的な手段や実施方法 

(ア) 仮説１について 

 ・日常の活動や学校行事等、全ての教育活動に「人権教育を通じて育てたい資質・能

力」を具体的に位置付け、それを教職員で確認するとともに、児童とも共通理解を図っ

て取り組んだ。 

 ・活動後に、設定した資質・能力について、振り返りを行った。 

(イ) 仮説２について 

 ・毎時間、全ての授業において「人権が尊重される授業づくりの視点」を位置付け、

授業後は、その振り返りを行った。 

 ・常に「人権教育を通じて育てたい資質・能力」や「人権が尊重される授業づくりの

視点」を基盤とした各教科等における「見方・考え方」を設定して、授業を行った。 

 ・児童一人一人の個性や興味に応じた指導や学習を行った。 

 ・多様な他者とともに「協力的な学習」「参加的な学習」「体験的な学習」に取り組ん

だ。 

イ 期待した効果 

(ア) 児童にとっての効果 

 ・自他の人権を尊重し、人権侵害を防止したり解決したりするために必要な実践的

な知的理解の深化（知識的側面） 

 ・多様性を肯定的に評価し、他者を共感的に理解しようとする意欲や態度の育成（価

値的・態度的側面） 

 ・良好な人現関係を築くための適切な自己表現やコミュニケーション技能の育成（技

能的側面） 

 ・学力の向上 

(イ) 学校・職員にとっての効果 

 ・学校全体（児童、保護者、地域、職員）における支持的風土の醸成 

 ・授業力の向上 

 ・「人権教育を通じて育てたい資質・能力」や「人権が尊重される授業づくりの視点」

の理解 

 ・保護者や地域への人権啓発 

 

  



4．検証・評価・改善・普及 

ア 検証・評価・改善 

・児童実態調査（学校生活についてのアンケート）の分析と活用（５月・７月・９月・１

２月実施） 

質問項目 月別の肯定率（％） 

【知識的側面】 ５月 ７月 ９月 １２月 

「すべての人が大切にされなければいけないこと」と

いう決まりがあることを知っていますか。 
６５．８ ７５．５ ７９・７ ８２．６ 

学級のみんなの好きなことがバラバラなのは、当たり

前だと思いますか。 
４０．８ ５２．５ ５８．１ ５６．３ 

【価値的・態度的側面】 ５月 ７月 ９月 １２月 

自分のよいところを３つまで書いてください。（１つ以上

書けている児童） 
６５．８ ７２．６ ７０．９ ６８．１ 

授業で「やってみたい」「考えてみたい」「おもしろい」と

いう気持ちがおきますか。 
６８．４ ７６．４ ７５．２ ６８．８ 

【技能的側面】 ５月 ７月 ９月 １２月 

よく話をする人だけでなく、クラスの全員を大切にして

いると思いますか。 
５８．６ ５６．３ ６６．４ ６８．１ 

自分と友達の意見が違うとき、友達の気持ちも考えて

いますか。 
５０．０ ５６．８ ５２．７ ５５．６ 

 

・「知識的側面」において、取組を開始した５月と比較すると、肯定率が向上した。 

 

・「価値的・態度的側面」において、取組を開始した５月と比較すると、肯定率は次第

に向上しているが、肯定率の伸び悩みが見られた。 

 

・「技能的側面」において、肯定率の伸びが少なかった項目があった。このことから、

今後も児童同士の交流や地域との交流の機会を可能な限り増やし、他者との関わりに

おいて共感的人間関係を構築できるよう取組を継続する必要がある。 

 

・日常の活動や学校行事等、全ての教育活動に「人権教育を通じて育てたい資質・能

力」を位置付けたことで、児童に身に付けさせたい力を意識した学習活動を行うこと

ができた。 

・「人権が尊重される授業づくりの視点」を位置付けた授業を行ったことで、児童が対

話を大切にしながら主体的に学習に取り組むようになった。 

 

イ 普及 

・研究指定校研究発表会の実施（令和５年１１月２１日） 



・学校運営協議会への調査内容の公表 

・授業参観や学級懇談会を活用した啓発 

・学校だよりによる研究内容の公表や啓発 

・研究の内容、経過及び結果の学校ホームページへの掲載 

・熊本県教育広報誌「ばとん・ぱす」による広報・啓発 

・熊本県教育庁人権同和教育課ホームページでの研究内容掲載 

  



５．人権教育に係る年間指導計画











 



６．推進体制（都道府県・指定都市教育委員会を含む 

 

 

  



○関連資料 



 


